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４

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
定
款
又
は
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
る
第
三
百
六
十
一
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
」
と
あ
る
の
は
「
報
酬

委
員
会
に
よ
る
第
四
百
九
条
第
三
項
第
四
号
又
は
第
五
号
ロ
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
の
決
定
」
と
、
同
項
第
一
号

中
「
取
締
役
」
と
あ
る
の
は
「
執
行
役
若
し
く
は
取
締
役
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
取
締
役
」
と
あ
る
の
は
「
執
行

役
又
は
取
締
役
」
と
す
る
。

第
二
編
第
四
章
第
一
節
の
節
名
中
「
種
類
株
主
総
会
」
を
「
種
類
株
主
総
会
等
」
に
改
め
る
。

第
三
百
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
款
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
る
。

第
三
百
五
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

取
締
役
会
設
置
会
社
の
株
主
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
主
が
提
出
し
よ
う

と
す
る
議
案
の
数
が
十
を
超
え
る
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定
は
、
十
を
超
え
る
数
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
数
の
議

案
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
主
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
議

案
の
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
は
会
計
監
査
人
（
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。）の
選
任
に
関
す
る

議
案

当
該
議
案
の
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
一
の
議
案
と
み
な
す
。

二

役
員
等
の
解
任
に
関
す
る
議
案

当
該
議
案
の
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
一
の
議
案
と
み
な
す
。

三

会
計
監
査
人
を
再
任
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
議
案

当
該
議
案
の
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
一
の
議
案
と
み

な
す
。

四

定
款
の
変
更
に
関
す
る
二
以
上
の
議
案

当
該
二
以
上
の
議
案
に
つ
い
て
異
な
る
議
決
が
さ
れ
た
と
す
れ
ば
当

該
議
決
の
内
容
が
相
互
に
矛
盾
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
一
の
議
案
と
み
な
す
。

５

前
項
前
段
の
十
を
超
え
る
数
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
数
の
議
案
は
、
取
締
役
が
こ
れ
を
定
め
る
。
た
だ
し
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
当
該
請
求
と
併
せ
て
当
該
株
主
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
二
以
上
の
議
案
の

全
部
又
は
一
部
に
つ
き
議
案
相
互
間
の
優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
取
締
役
は
、当
該
優
先
順
位
に
従
い
、

こ
れ
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
百
十
条
第
七
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
求
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

株
式
会
社
は
、
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

当
該
請
求
を
行
う
株
主
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。）が
そ
の
権
利
の
確
保
又
は
行
使
に
関

す
る
調
査
以
外
の
目
的
で
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

二

請
求
者
が
当
該
株
式
会
社
の
業
務
の
遂
行
を
妨
げ
、
又
は
株
主
の
共
同
の
利
益
を
害
す
る
目
的
で
請
求
を
行
っ

た
と
き
。

三

請
求
者
が
代
理
権
を
証
明
す
る
書
面
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
前
項
第
二
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た

事
項
を
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利

益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
す
る
た
め
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

四

請
求
者
が
、
過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
代
理
権
を
証
明
す
る
書
面
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
前
項
第
二
号

の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写

に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
三
百
十
一
条
第
四
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
求
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

株
式
会
社
は
、
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

当
該
請
求
を
行
う
株
主
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。）が
そ
の
権
利
の
確
保
又
は
行
使
に
関

す
る
調
査
以
外
の
目
的
で
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

二

請
求
者
が
当
該
株
式
会
社
の
業
務
の
遂
行
を
妨
げ
、
又
は
株
主
の
共
同
の
利
益
を
害
す
る
目
的
で
請
求
を
行
っ

た
と
き
。

三

請
求
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
決
権
行
使
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実

を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
す
る
た
め
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

四

請
求
者
が
、
過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
決
権
行
使
書
面
の
閲
覧
又
は

謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
三
百
十
二
条
第
五
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
求
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

株
式
会
社
は
、
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

当
該
請
求
を
行
う
株
主
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。）が
そ
の
権
利
の
確
保
又
は
行
使
に
関

す
る
調
査
以
外
の
目
的
で
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

二

請
求
者
が
当
該
株
式
会
社
の
業
務
の
遂
行
を
妨
げ
、
又
は
株
主
の
共
同
の
利
益
を
害
す
る
目
的
で
請
求
を
行
っ

た
と
き
。

三

請
求
者
が
前
項
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲

覧
又
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
す
る
た
め
請
求
を
行
っ
た
と
き
。

四

請
求
者
が
、
過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
前
項
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
法
務
省
令
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
し
た
こ
と

が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
三
百
二
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

株
式
交
付

第
三
百
二
十
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
八
百
十
六
条
の
三
第
三
項
の
種
類
株
主
総
会

第
二
編
第
四
章
第
一
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
三
款

電
子
提
供
措
置

（
電
子
提
供
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
）

第
三
百
二
十
五
条
の
二

株
式
会
社
は
、
取
締
役
が
株
主
総
会
（
種
類
株
主
総
会
を
含
む
。）の
招
集
の
手
続
を
行
う
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
資
料
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
株
主
総
会
参
考
書
類
等
」
と
い
う
。）の
内
容
で
あ
る
情
報
に

つ
い
て
、
電
子
提
供
措
置
（
電
磁
的
方
法
に
よ
り
株
主
（
種
類
株
主
総
会
を
招
集
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
あ
る
種

類
の
株
主
に
限
る
。）が
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
っ
て
、
法
務
省
令
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
、
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
十
二
号
の
二
及
び
第
九
百
七
十
六
条
第
十
九
号
に
お
い
て

同
じ
。）を
と
る
旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
定
款
に
は
、
電
子
提
供
措
置
を

と
る
旨
を
定
め
れ
ば
足
り
る
。

一

株
主
総
会
参
考
書
類

二

議
決
権
行
使
書
面

三

第
四
百
三
十
七
条
の
計
算
書
類
及
び
事
業
報
告

四

第
四
百
四
十
四
条
第
六
項
の
連
結
計
算
書
類
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